
 

 

６ 展 開           

 時間 主な学習活動 支援及び指導上の留意点 評価規準 

 

導 

入 

5 

分 

・ グループ分け 

・ ２つのベクトル

と平面上の点Ｐ

と関係 

・ プロジェクタで座席表を示す 

・ ペーパーローリング２つを用い

て、生徒の興味関心を引くとと

もに、ベクトルの実数倍と平面

が作られるイメージをつかませ

る。 

・ ２つのベクトルで平面上の点を

btasp


+= と表せることを説明

する。 

・ 具体的なｓ、ｔの値を与え、ｐ

がどのような点になるのかを考

えさせる。 

与えられた条件に対

する点Pを書くこと

ができたか。 

 

展 

開 

 

４

０ 

分 
 
 
 
５

分 
× 
８

問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 意欲的に考え

ているか 

・ 意見をまとめ

ることができ

るか。 

・ 発表をするこ

とができたか。

また、聞くこと

ができるか。 

・ コンピュータ

上でのされた

点Pの動きとｓ

ｔの関係が理

解できたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） btasp


+= において、ｓ、ｔの条件が 0≦s≦１,0≦t≦1 のとき、点 P( p )の存在

範囲を求めよ。 

グループ活動・発表・解説 

・ 制限時間は1分 

・ グループで話し合う。 

・ グループで1枚の紙にま

とめる。 

・ 全ての班の解答を、実物

投影機でスクリーンに

映す。 

・生徒に説明をさせる。 

・コンピュータを用いて、媒

介変数ｓ、ｔを動かして存在

範囲を動的に示す 

(１)～(６)まで同じ手順で

行う。 

A

B

O

Pｓ＝ 1
ｔ＝ 1

A

B

O

Pｓ＝ 1
ｔ＝ 1
ｓ＝ 1
ｔ＝ 1



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ｓ、ｔが１以上の場合もあるこ

とを示しす。 

・ ｓ＝３が３目盛り、ｔ＝２が３

目盛りとなっていることを確認

させ、斜交座標の布石とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ｓを動かし、直線を描くことを確

認する。 

・ ｓ＋ｔ＝１が直線を表し、 

ｔが正のとき２点ＡＢの内分点を

表すことから線分ＡＢとなること

を説明する。 

・ｓ、ｔが負になった場合は2点AB

の外分点となることも説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

・（１）と同様 

・左図のような平行

四辺形になることが

理解できたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（１）と同様 

・左図のような平行

四辺形になることが

理解できたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（１）と同様 

・線分ABになること

が理解できたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） btasp


+= において、ｓ、ｔの条件が 0≦s≦3、0≦t≦2 のとき、点 P( p )の存在

範囲を求めよ。 

（2） btasp


+= において、ｓ、ｔの条件が 0≦s≦
2
1
、0≦t≦

2
1
のとき、点 P( p )の存

在範囲を求めよ。 

グループ活動・発表・解説 

グループ活動・発表・解説 

グループ活動・発表・解説 

A

B

O

P

ｓ＝0.5
ｔ＝0.5

A

B

O

P

ｓ＝0.5
ｔ＝0.5
ｓ＝0.5
ｔ＝0.5

A

B

O

P

ｓ＝ 3
ｔ＝ 2

A

B

O

P

ｓ＝ 3
ｔ＝ 2
ｓ＝ 3
ｔ＝ 2

A

B

O

Pｓ＝ 0
ｔ＝ 1

A

B

O

Pｓ＝ 0
ｔ＝ 1
ｓ＝ 0
ｔ＝ 1

（４） btasp


+= において、ｓ、ｔの条件がｓ＋ｔ＝1、s≧0、t≧0 のとき、点 P( p )

の存在範囲を求めよ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（４）の結果を用いて、式での証

明も行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ｓ＋ｔ＝ｋとおき、ｋの値が連続

的に変化すると、直線が連続的に移

動した図形となることをコンピュー

タで確認する。 

・式での証明もするが、あまり深入

りしない。 

 

 

 

・  

 

・ どのような図形になるか予想さ

せる。また、その理由も聞く。 

・ ｔ＝ｓ＾２を代入し、媒介変数

表示をする。 

・ コンピュータを用いて、確かめ

る。 

・ 吊り橋の写真を見せ、放物線を

を斜めからみた図形と同じであ

ることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（１）と同様 

・OAの中点とOBの中

点を結ぶ線分になる

ことが理解できたか

。 

 

 

 

 

 

 

・ 三角形OABの外

周および内部

となることが

理解できたか。 

・ 直線が移動し

た図形だとイ

メージ（プリン

トに書く）こと

ができたか。 

 

 

 

 

 

・ どのような図

形になるかを

考えようとし

ているか。 

・ 斜めからみた

放物線になる

ことを理解し

たか。 

・ 自然界との関

連性に興味関

心を示したか。 

 

 

（5） btasp


+= において、ｓ、ｔの条件が
2
1

=+ ts 、s≧0、t≧0 のとき、点 P( p )の

存在範囲を求めよ。 

（7） btasp


+= において、ｓ、ｔの条件が
2st = のとき、点 P( p )の存在範囲を求め

よ。 

（6） btasp


+= において、ｓ、ｔの条件が 0≦s+t≦１、s≧0、t≧0 のとき、点 P( p )

の存在範囲を求めよ。 

A

B

O

P

ｓ＝0
ｔ＝0.5

A

B

O

P

ｓ＝0
ｔ＝0.5
ｓ＝0
ｔ＝0.5

A

B

OMN

ｋ= 0

A

B

OMN

ｋ= 0ｋ= 0

A

B

O

R

ｓ＝ 1
ｔ＝ 0

A

B

O

R

ｓ＝ 1
ｔ＝ 0
ｓ＝ 1
ｔ＝ 0

グループ活動・発表・解説 

グループ活動・発表・解説 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ どのような図形になるか予想さ

せる。 

・ なぜそのような図形になるのか

を考えさせる。 

・ qq sincos == ts 、 とおき、媒介変

数表示をする。 

・ コンピュータを用いて、確かめ

る。 

・ 時計の写真を見せ、円を斜めか

らみた図形（楕円）と同じであ

ることを確認する。 

 

 

 

 

 

・ どのような図

形になるかを

考えようとし

ているか。 

・ 斜めからみた

円（楕円）にな

ることを理解

したか。 

・ 自然界との関

連性に興味関

心を示したか 

 

 

 

 

ま

と

め 

 

 

５ 

分 

斜交座標とベクトル

の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

･ xy平面（直交座標）上の点（ yx, ） 

は、 21 eyexp 
+= と表すことができる

のど同様に、 btasp


+= は、直線OA

をｓ軸、直線OBをｔ軸としたｓｔ平

面上（斜交座標）の点とみられるこ

とを説明する。 

・ｘｙ平面上の直線 1=+ yx とｓｔ

平面上の直線ｓ＋ｔ＝１が同じよう

な位置関係になっていることを確認

する。 

 

 

 

 

宿題の提示 

 

・ 直交座標と斜交

座標について、理

解したか。 

・ 点Pの領域が、ｘ

ｙ平面の領域と

同様にｓｔ平面

での領域と同じ

ように考えられ

ることを理解で

きたか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（8） btasp


+= において、ｓ、ｔの条件が 122 =+ ts のとき、点 P( p )の存在範囲を

求めよ。 

A

B

O

R

ｓ＝ 1
ｔ＝ 0

θ= 2.000π

A

B

O

R

ｓ＝ 1
ｔ＝ 0

θ= 2.000π
ｓ＝ 1
ｔ＝ 0

θ= 2.000π



 班提出用プリント 

（１）              （    班） （２）              （    班） （３）             （     班） 

   
（４）              （    班） （５）               （    班） （６）              （     班） 

   



btasp


+=    実数ｓ、ｔの条件による点 P の存在範囲   
条件と点 P の存在範囲       N O T E 

（１） 

 

 

（２） 

 

 

（３） 
 

 

 

 
 
 
 
 



btasp


+=  実数ｓ、ｔの条件による p の存在範囲 
条件と点 P の存在範囲       N O T E 

（４） 

 

 

（５） 

 
 

 

（６） 

 

 

 
 
 
 
 



btasp


+=  実数ｓ、ｔの条件による p の存在範囲 
条件と点 P の存在範囲       N O T E 

（７）
2st =  

 

 

 

（８） 122 =+ ts  

 

 

直交座標系  
ｘｙ平面 

 
（基本ベクトル    、    ） 

斜交座標系  ｓｔ平面  

（基本ベクトル    、    ） 

 
 




